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20
年
に
一
度
の
大
雪
だ
っ
た

昨
シ
ー
ズ
ン
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

　

こ
う
し
た
体
制
を
整
備
し
て
も
ト
ラ
ブ
ル

は
絶
え
ま
せ
ん
。
特
に
先
シ
ー
ズ
ン
は
20
年

に
一
度
の
大
雪
だ
っ
た
た
め
通
行
止
め
や
事

故
等
の
発
生
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
改
良
Ⅲ
担
当
の
北
澤 

建
人
さ
ん
は
「
今

年
の
２
月
19
日
に
、
寒
波
の
影
響
を
受
け
た

降
雪
を
原
因
と
し
た
事
故
等
が
高
速
道
路
上

で
多
発
し
、
渋
滞
が
発
生
す
る
と
い
う
事
象

が
あ
り
ま
し
た
。
私
は
、
そ
の
渋
滞
に
巻
き

込
ま
れ
た
お
客
様
に
支
援
物
資
を
配
布
し
た

の
で
す
が
、
そ
の
際
に
お
客
様
が
、「
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
や
「
寒
い
中
お
疲
れ
様

で
す
」
な
ど
と
温
か
い
声
を
か
け
て
く
だ
さ

り
、
大
変
う
れ
し
く
感
じ
た
こ
と
が
心
に

残
っ
て
お
り
ま
す
。」
と
今
冬
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
り
ま
し
た
。

ト
ン
ネ
ル（
１
１
，
0
5
5
ｍ
※
上
り
線
）」に

よ
っ
て
首
都
圏
と
日
本
海
を
結
ぶ
大
動
脈
で
、

沿
線
の
生
活
・
物
流
を
支
え
て
い
ま
す
。特
に

冬
季
は
豪
雪
地
帯
で
あ
る
た
め
、厳
し
い
気
象

条
件
下
で
の
道
路
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
区
間
で
は
、
湯
沢
、
水
上
、
谷
川
岳
、

土
樽
な
ど
9
つ
の
除
雪
基
地
を
設
置
し
、
監

視
カ
メ
ラ
の
設
置
な
ど
、
技
術
的
な
改
善
を

進
め
、
除
雪
作
業
の
効
率
化
と
安
全
性
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
湯
沢
管
理
事
務
所

は
、
豪
雪
地
帯
に
お
け
る
高
速
道
路
の
安
全

確
保
の
た
め
、
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
除
雪

体
制
の
強
化
と
技
術
の
導
入
を
進
め
、
冬
季

の
円
滑
な
交
通
の
維
持
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

関
越
自
動
車
道　
群
馬
県
と
新
潟
県
の

県
境
を
管
轄
す
る
湯
沢
管
理
事
務
所

　
観
光
の
町
湯
沢
に
と
っ
て
は
、
上
越
新
幹

線
と
並
ん
で
最
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ

で
あ
る
関
越
自
動
車
道
。
1
9
8
5
年
に
全

線
が
開
通
し
て
以
来
、
湯
沢
町
の
発
展
を
支

え
て
き
ま
し
た
。

　
N
E
X
C
O
東
日
本
湯
沢
管
理
事
務
所
は
、

関
越
自
動
車
道
の
中
で
も
要
所
と
な
る「
水
上

IC
」～「
小
千
谷
IC
」ま
で
の
約
87
㎞
の
区
間
を

管
理
し
て
い
ま
す
。こ
の
区
間
は
、群
馬
県
と
新

潟
県
の
県
境
に
あ
る
谷
川
連
峰
を
貫
く
山
岳
道

路
ト
ン
ネ
ル
と
し
て
日
本
で
一
番
長
い「
関
越

関越自動車道 土樽 PA 付近 橋梁

安全・安心・快適・便利な高速道路を支える

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

NEXCO 東日本
新潟支社湯沢管理事務所

総
務　

�

庶
務
・
人
事
・
福
利
厚
生
・
会
計

経
理
な
ど
　

管
理
　 

高
速
道
路
の
維
持
管
理
に
係
る
法

律
的
な
事
務
手
続
き
な
ど

工
務
　 

工
事
予
定
の
調
整
お
よ
び
管
理
、

災
害
対
応
、
雪
氷
対
策
、
環
境
対

策
な
ど

改
良（
Ⅰ
～
Ⅳ
）

舗
装
、ト
ン
ネ
ル
、橋
梁
等
の
点
検・

調
査
・
補
修
・
改
良
な
ど

施
設（
Ⅰ
、
Ⅱ
）

建
物
、
電
気
、
通
信
、
機
械
等
の

点
検
・
調
査
・
補
修
・
改
良
な
ど

各
担
当
課
の
仕
事
内
容
な
ど

湯沢管理事務所（湯沢 IC 隣）

当時の渋滞の様子
車の窓から支援物資を配布

　私たちが生活を送るうえで欠かすことのできない高速道路。
今回の特集では、NEXCO 東日本新潟支社湯沢管理事務所を取
材し、高速道路を管理し支える社員の皆さまからお話しを伺い
ました。


